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スペースシャトルは 1981年から運用が開始された宇宙往還機であり、通常 51'¥17名のクルーが最大 15日間地球
軌道上を周囲し、宇宙環境を利用した実験やISSの建設を行ってきた。 2010年6月現在、 132回の打ち上げが行
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